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このガイドについて 

本書の内容は情報の記載を目的としており、予告なく変更することが

あります。当社ではこのユーザーガイドの正確性と完全性には万全を

期していますが、 

情報の内容に一切誤りや欠落がないという保証はありません。  

WEEE指令 

EUの個人の家庭におけるユーザーによる電気および電子機器または

バッテリー廃棄物の廃棄 

製品または梱包物にあるこのマークは、家庭ごみとし

て廃棄できないことを示しています。電気および電子

機器またはバッテリーのリサイクルのため、装置また

はバッテリーのごみは適切な引き取り組織に引き渡し

て廃棄しなければなりません。本製品またはバッテリ

ーのリサイクルの詳細情報については、お住まいの市

区町村役場、本製品を購入した販売店、またはお近く

の家庭ごみ廃棄サービスにお問い合わせください。材

料のリサイクルは天然資源の保護に繋がり、人間の健

康および環境を守ります。 

CE規制の通知 

本製品は、低電圧指令2014/35/EU、電磁両立性指令2014/30/EU、お

よび有害物質使用制限指令2011/65/EUで求められる要求事項に適合

しております。 
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取付におけるご注意 

1. 雨の場合でもクリアな視界を確保できるよう、レンズがワイ

パーの拭き取り範囲内にあることを確認してください。 

2. 指でレンズに触れないでください。レンズが汚れると録画画

像や静止画が不明瞭となる原因になります。レンズは定期的

に清掃してください。 

3. 本体は着色フィルム装着のガラスには取付ないでください。

着色フィルムが損傷する恐れがあります。 

4. 本体は明るいフロントガラス、または薄い色の耐熱フィルム

装着ガラスに適しており、暗色ガラスあるいは暗色の耐熱フ

ィルム装着ガラスに取付すると録画画質の低下につながりま

す。 

5. 一度フロントカメラの電源を切り、リアカメラを接続してから

電源を入れてください。 

6. カーアダプターは付属の製品のみを使用してください。機器

の焼き付きやバッテリーの爆発を防ぐため、他社製のカーア

ダプターは使用しないでください。 
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1 はじめに 

この度は、リア設置用カメラ【RC3u】をお買い上げいただき誠

にありがとうございます。当製品は、hpのドライブレコーダー

f880xの走行中の後方（リア）のリアルタイム録画をサポートす

るものです。（フロントカメラのドライブレコーダーには標準

装備に含まれておりません。詳細は販売店にお問い合わせくだ

さい。） 

※フロントもリアもフルＨＤの高画質で録画する事ができます。 

1.1 特長 

 高画質録画 (1920x1080P@25fps)  

 レンズ: F2.2 

 SONY 製イメージセンサー 

 360 度回転可能 
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1.2 梱包内容 

梱包には次のアイテムが入っています。足りないもの、または

破損したものがある場合は、ただちに販売店にご連絡ください。 

リアカメラ 車用両面シール ユーザーガード 

  
 

micro USB 

ケーブル(7M) 

簡単取付コードクリ

ップ 
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1.3 製品概要 

 

編號 項目  編號 項目 

1 広角レンズ  4 レンズ回転軸 

2 ブラケット 
 

5 
映像の前後切り替え

スイッチ 

3 
micro USB 接続ポ

ート 

 
  

※レンズ回転軸は 360 度回転し、後方だけでなく室内も撮影できます。 
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2 スタート 

2.1 車内取り付け 

2.1.1 リアカメラをリアウ

ィンドウに固定しま

す 

1. 車用両面テープの白い台紙をは

がしてリアカメラのブラケット

にしっかり貼り付けてください。 

2. 図のようにリアカメラを調整します。リアカメラを貼り付

ける前に、必ず撮影方向が正しいかどうか確認してくださ

い。 

 
車外錄影 車內錄影 

 

 
車外撮影             車内撮影 
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3. 電源を入れる前にメインカメラとリアカメラを接続し、機

器の電源を入れます。リアカメラの録画プレビュー画面で

録画範囲を確認してから、アルコールでリアウィンドウの

表面を拭き、接着面を清潔にしてホコリがつかないように

してください。 

4. 車用両面テープの赤い台紙を剥がしてください。 

5. カメラのブラケット底部をリアウィンドウに貼り付け、し

っかりと押して固定されたことを確認してください。 

 

注意：  

1. 本体は着色フィルム装着のガラスには取付ないでください。着色フィルム

が損傷する恐れがあります。 

2. 本体は明るいフロントガラス、または薄い色の耐熱フィルム装着ガラスに

適しており、暗色ガラスあるいは暗色の耐熱フィルム装着ガラスに取付す

ると録画画質の低下につながります。 
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2.1.2 リアカメラの調整 

2.1.2.1 車外撮影 

1. リアカメラをリアウィンド

ウに取り付けた後、カメラを

回転させ車外の映る範囲を

調節してください。（下の図

を参照） 

 

 

2. スイッチを「Rear」に合わせ

ます。 

 

 

3. hpドライブレコーダーの

プレビュー画面でカメラ

の角度を調節してくださ

い。 
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2.1.2.2 車内撮影 

1. リアカメラをリアウィン

ドウに取り付けた後、カメ

ラを回転させ車内の映る

範囲を調節します。（下の

図を参照） 

 

 

2. スイッチを「Front 」に合

わせます。 

 

 

3. hpドライブレコーダーの

プレビュー画面でカメラ

の角度を調節します。 
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注意： 

リアカメラの調整前に、まずmicro USBケーブルを接続ポートから外してくだ

さい。カメラの調節が終了したら再度micro USBケーブルを接続してから、再

度フロントカメラの電源を入れてください。 

2.2 リアカメラの接続と設定 

リアカメラの接続には製品付属のmicro USBケーブルのみをお使

いください。（フロントドライブレコーダーは標準装備に含ま

れておりません。詳細は販売店にお問い合わせください。） 

1. フロントカメラの電源はオフの状態でケーブルのプラグ

をフロントカメラの2CH接続ポートに接続してください。 

2. micro USBケーブルのもう一端をリアカメラのmicro USB接

続ポートに接続します。 
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3. フロントカメラをオンにして、メインメニューの「リアカ

メラの設定」に入り、「1080p」を選択し、OKを押してく

ださい。 

 

 

注意： 

1. リアカメラはリアウィンドウ中央部上方に取り付け、良好な視界を確保す

るようにしてください。 

2. リアカメラの取付には必ず一度フロントカメラの電源をオフにしてくだ

さい。 

3. 一度フロントカメラの電源を切り、リアカメラを接続してから再度電源を

入れてください。 

4. メニュー画面からリアカメラの設定をした後、必ず一度フロントカメラを

再起動してください。 
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3 リアカメラの使用 

3.1 自動録画 
初めての操作の際は、リアカメラがフロントカメラに接続され、また

フロントカメラの電源が入っていて車用電源につながっていること

を確認してください。車のエンジンがかかると、リア／フロントカメ

ラは自動的にオンになり録画を開始します。 

エンジンが止まると自動的に録画を停止します。 

（フロントカメラのドライブレコーダーは標準装備に含まれており

ません。詳細は販売店にお問い合わせください。） 

注意：  

1. 車によってはエンジンが起動／停止しても車用電源がオン／オフになら

ないことがあります。ドライブレコーダーが自動車エンジンのオン／オフ
と呼応しない場合、手動でアダプターを車用電源に接続してからドライブ

レコーダーの電源を入れてください。電源を切る時も手動でお願いしま
す。 

2. リアカメラの各録画ファイルの録画時間は、フロントカメラの録画ファイ
ル単位の設定によります。 

3. 動画や画像は機器内のメモリーカードに保存されます。メモリーカードの
容量が一杯になった場合、最も古いファイルが新たなファイルにより上書

きされます。 

3.1.1 解像度 

リアカメラの解像度はFull HD 1080P 25fpsです。解像度はフロン

トカメラの解像度の設定より変わるものではありません。 
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3.1.2 フロントカメラの録画画面 

 

番号  アイコン 項目 説明 

1  録画時間 現在の録画時間を示します。  

2  日付／時刻 現在の録画日時を示します。 

3 
 

メニューボタ

ン 

ビデオ録画中、 ボタン

を押してメニュー画面を開

きます。 
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4 
 

スピードカメ

ラ位置の登録 

ボタン 

録画中、 ボタンを押すと

スピードカメラの位置が登

録できます。 

5 
 

静止画ボタン 
を押すと、録画中の静止

画が撮影できます。 

6 
 

緊急録画ボタ

ン 

録画中、 ボタンを押す

と緊急録画モードに入り、デ

ータは緊急録画ファイルに

保存されます。  

7 
 

画面表示切り

替えボタン 

を押すと、二画面表示

となり、さらにボタンを押す

と表示パターンが切り替わ

ります。 

8  

衛星測位 

アイコン 

衛星測位の受信状況を示し

ます。アイコンが赤色の場

合、本体が衛星測位できてい

ないことを示します。 

9  速度 現在の運転速度 
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10 

 

録音機能 

アイコン 

音声録音がオフに設定され

ていることを示します。この

時、音声は録音されません。 

11 

 

解像度、 

補正機能 

アイコン 

録画の解像度、補正機能を示

します。 

12 

 

microSDカー

ド 

アイコン 

互換性のある micro SD カード

が挿入されると、画面には

が表示されます。 

micro SDカードが挿入されて

いない、またはmicro SDカー

ドが損傷している／互換性

がない場合は、画面には

が表示されます。  

13  

バッテリー残

量 

アイコン 

バッテリーまたは本体の充

電状態を示します。 
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14 

 

二画面表示 

フロント、リアカメラの録画

画面を表示します。 

(4モード：フロントのみ、リ

アのみ、フロントリア、リア

フロント) 

15 
 

Wi-Fi  
 Wi-Fiオン 

 Wi-Fiオフ 

 

※リアカメラの画像は 14,サブ画面で表示できますし、7、画面

切替で全面に表示する事もできます。 
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3.2 ファイル再生 

1. 録画中の場合、  

/ のキーを押し

て録画を停止し、メ

インメニューに入り

ます。 

2. や を押し

て、再生項目を選択し を押します。 

3. や を押して、再生したい動画や画像のフォルダ

を選択し を押します。 

4. や を押して、再生したい動画や画像のファイル

を選択し を押します。 

注意： 

フロント／リアの二つのカメラで録画した動画や撮影した画像の 

ファイルはフ ロント／リアカメラのファイルにそれぞれ別に保存されます。 
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3.3  ファイルの削除 

ファイルを削除する手順は以下のとおりです。 

1. 録画中の場合、 / 

 を押して録画を

停止し、メインメニュ

ーに入ります。 

2. や  を押し

てファイル削除の項目

を選択し  キーを

押します。 

3. や  を押し

て削除したいフォルダ

を選択し  キーを

押します。 

4. 次の項目が出現したら、 

 キーを押して削

除を確認します。 

項目 說明 

ファイルを指定

して削除 

現在選択しているファイルを削除

します。 

全てのファイル

を削除 

選択したフォルダ内の全てのファ

イルを削除します。 
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注意：  

1. 削除されたファイルは復元できません。保存しておきたいファイルは、削

除する前に必ずバックアップをしてください。 
2. フロントカメラとリアカメラで同時に撮影したファイルの場合、フロント

カメラフォルダまたはリアカメラフォルダのどちらからであっても録画
または静止画を削除すると、フロントカメラファイルとリアカメラファイ

ルの両方が削除されます。 

4 仕様 

項目 説明 

外形寸法 

本体重量 

撮影素子 

有効画素数 

最大記録画角 

記録解像度 

フレームレート 

録画ファイル形式 

レンズ 

動作温度範囲 

製品保証期間 

付属品 

W65mm x H36.5mm x D25.5mm 

約22g 

1/2.9インチSONYセンサー 

200万画素 

対角125.5°(水平103.1°垂直53.8°) 

1080p FHD（1920 × 1080） 

25fps 

MOV 

広角絞り固定レンズ 

-10～60°C 

1年（消耗品は除く） 

本体、車用両面テープ、micro USBケーブル、 

取扱説明書、簡単取付コードクリップ(8個) 
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5 お客様サポートについて 

当商品について、ご不明な点がございましたら、下記サービス

センターへお問い合わせください。 

hpドライブレコーダーサービスセンター 

0570-073-047 

受付時間：9:00~17:00 月曜日~金曜日 

(祝祭日、年末年始当社指定期間を除く) 

 

※本体および付属品は仕様の変更を行う場合があります。 

※上記はドライブレコーダー協議会表示ガイドラインに基づく

表記です。 


